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内容の要旨及び審査の結果の要旨
近年，先天性疾患，悪性骨腫瘍切除，および外傷等に続発した脚長差の補正に対して，仮骨延長法による脚延長術
が行われるようになった。しかし一方で，脚延長中に一時的な知覚障害や軽度の運動麻捧を生じることが報告されて
いる。本研究の目的は，脚延長時の末梢神経障害の病態を解明することである。研究方法は，家兎の大腿骨に創外固
定延長器を装着して0.4mｍ（１群)，0.8mｍ（２群)，2.0mｍ（３群)，4.0mｍ（４群）の速度で１曰１回ずつ，総計30ｍ
(大腿骨の31.2％）の延長を行ない，坐骨神経の損傷程度，損傷形態を観察した。研究成果は以下のごとく要約され
た。
１）電気生理学的検討の結果，第１，２群では障害がなく延長されてきたが，延長速度が速まると損傷範囲が拡大し，
損傷程度も増強することが判明した。
２）光学顕微鏡，電子顕微鏡を用いた組織学的検討の結果，第３，４群でランヴィエ絞輪と傍絞輪の伸張像，および
横断像で軸索と髄鞘の解離像が観察された。しかし，脱髄性変化，線維化，神経幹内浮腫，神経周膜の断裂・肥厚
の所見は全ての群において認めなかった。また，腓骨神経領域の軸索断面積の平均値は，対照に対して実験群では
延長速度の増加に伴って徐々に減少する傾向にあった。
３）コムギ胚芽凝集素一西洋ワサビペルオキシダーゼを用いた腰部脊髄膨大部の前角細胞の染色性について検討した
ところ，第４群で実験側には染色運動神経核は認められなかった。この結果より軸索流の障害が確認された。
４）ブロモデオキシウリジン静注による細胞分裂の有無について検討したところ，第２群の坐骨神経組織内では染色
細胞は認められなかった。この結果よりシュワン細胞の分裂増殖は起こっていないと判断された。
以上の結果から，家兎坐骨神経では約30％の大腿骨延長を得るためには，0.8mm／曰以下の速度は安全であり，こ
の際神経はシュワン細胞が分裂増殖せずに軸索断面積を減少させ，絞輪間部を延長させることで対応していた。しか
し，2.0mm／曰以上では伝導障害を認め，この伝導障害は主に軸索とランヴィエ絞輪部に損傷がおきたことに起因し
ていることが明らかとなった。
以上，本論文は，末梢神経慢性伸張障害の病態について電気生理学，組織学的に検討を行ない，末梢神経牽引損傷
に新しい知見をもたらした価値ある労作と評価された。
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